
学校の特色

河瀬小学校は、今年創立１１８周年の伝統ある小学

校です。子ども達は、休み時間ともなると、広い運動

場いっぱいに広がり、ドッジボールやキックベースボ

ールなどを楽しんでいます。

春には、メイン花壇でとてもきれいな花が咲き誇り

ました。FBCのすみれ賞に選ばれました。

本校では、地域との深い交流を実践して

います。１年生は生活科で老人クラブの方

と、５年生では総合的な学習でわら細工等

で地域の方と一緒に活動しています。

この写真は１年生と地域の方の交流の写

真です。折り紙やカロム、おはじきなど老

人クラブの方に教えていただきながら、一

緒に楽しい時間をすごした時の様子です。

右の写真は、３年生の校外学習の様子で

す。琵琶湖博物館では、滋賀県で長く続い

た民家での生活を体験することができまし

た。洗濯や餅つき、料理の仕方などを調べ

る活動の様子です。昔の住居や道具にふれ

ることで、深く探求することができました。

この写真は、５年生・６年生が力を合わ

せて運動会の組体操を演じているところです。この高学年のがんばりが、河瀬小学校を支

えています。



校内研究
校内研究・研修

（１）研究主題について

教科等 研 究 主 題 記 事

生徒指導 一人ひとりが主体的に生きて輝く、学びの姿を求めて

「互いに尊重し合える人間関係を育むために」

（ ２） .主題設定の理由

平成１７年度までの３間、本校では集団の中での一斉指導ではどうしても教育効果が

上がらず学 習活動にも入りにくくしかも他の児童に影響を及ぼすこともあるという児童

を対象に、その実態把握を進め、児童理解のための研究をすすめ、効果的な支援のあり方

を探った。

平成１８年度はこの成果を受け継ぎ、

① 特別支援推進部会

（課題をもつ児童の実態把握につとめ、具体的な支援のあり方を探る）

② 教科教育推進部会

（基礎・基本の学力の定着を図り、国語科の授業実践を通して聞く、書く、話す力の育成を

図る）

③ 生徒指導推進部会

（集団学習での学習規範・生活規範の確立をめざす）

の三つの方向から、本来子どもたちが持っている、「生き生きと学び、楽しく暮らしたい」

という願いの実現のために、一人ひとりの子どもの良さを生かし可能性をのばすための指

導・支援のあり方を探った。そして、この成果の一部は、「彦根中学区子ども輝き人権教

育推進事業」の取組でも交流され、その取組に生かされることとなった。

平成１９年度は、この研究を受け継ぎ、「彦根中学区子ども輝き人権教育推進事業」の

取組と連携することによって、本校の研究がさらに広がるものとなることを期して進めら

れた。

本年度はこれまでの研究成果をふまえ、本校教育目標「ひろい心をもち創造性豊かにた

くましく生きる児童の育成」の具現化をめざし、子どもたちが進んでいく彦根中学校、さ

らには地域社会を念頭に置いて研究を深めていくことにしたい。つまり、子どもの課題を

明らかにし、一人ひとりの良さを引き出し、互いに認め合える学級集団を作ること、主体

的に学び合える授業を創出すること、そして、その子どもたちを支える家庭への支援や地

域への働きかけ方を考えることを中心に据えて研究を推進していくこととする。研究主題

を「一人ひとりが主体的に生きて輝く、学びの姿を求めて」とし、副主題を「互いに尊重

し合える人間関係を育むために」とした理由である。

（３）研究内容

○ 互いに認め合い、自分の思いが安心して表出できる学級集団作りにつとめる。

○ 自分の思いを豊かに正しく伝える、生きて働く表現力（書く力を含む）の育成につ

とめる。

○ 学習活動に入りにくい児童の継続的な実態把握と児童・家庭への支援を進める。



４．過去５年間の研究主題及び指定研究歴（市町村教育委員会の指定を含む）

① 平成１５年度 一人ひとりが主体的に、生きて輝く学びの姿を求めて

二一ズにあった支援のあり方

② 平成１６年度 一人ひとりが主体的に、生きて輝く学びの姿を求めて

二一ズにあった支援のあり方

③ 平成１７年度 一人ひとりが主体的に、生きて輝く学びの姿を求めて

二一ズにあった支援のあり方

④ 平成１８年度 一人ひとりが主体的に、生きて輝く学びの姿を求めて

個にあった指導・支援のあり方

⑤ 平成１９年度 一人ひとりが主体的に、生きて輝く学びの姿を求めて

互いに尊重し合える人間関係を育むために



１ 学校経営管理全体計画（構想）
河瀬小教育の主要課題 河瀬小教育実践の重点

＊“心のノート”活用と心に響く道徳教育の充実
○豊かな心の育成 ＊読書大好きな子どもをめざす読書活動

＊社会奉仕の精神を育てる福祉ふれあい体験活動

＊挨拶･後始末ができる元気な「河瀬の子」
＊遊びを楽しむロング昼休み(週２回)の確保

＊思いやりのある「河瀬の子」 ○体力向上と健康の保持増進 ＊フレンドリー月刊(鉄棒･縄跳び等)での全校運動の推進
＊心身の健康の保持増進を図る健康教育
＊健全な心身を育む食育

＊ねばり強く学ぶ「河瀬の子」 ＊児童会、クラブ活動、たてわり活動の重視
○豊かな人間関係の育成 ＊保育園・幼稚園・老人会等との異年齢交流

＊いじめのない学校づくりの推進

＊たくましく 元気な「河瀬の子」 ＊男女の共同参画による豊かな社会の実現
○人権尊重の精神と実践的 ＊福祉ふれあい、ボランティア活動の推進
態度の育成 ＊人が輝く人権教育の推進、同和教育の充実

＊主体的な学習を展開する「総合的な学習の時間」
○体験的な学習を重視した教 ＊自然・社会体験活動の充実
育の推進 ＜“かわせ”探検…１、２、３年＞

＜「荒神山自然体験学習」…４年＞
＊子どもの心を大切にする教師 ＜「びわ湖フローティングスクール」…５年＞

＜「奈良修学体験学習」…６年＞
＊教育実践に打ち込む教師

＊国際社会に貢献できる資質能力育成の国際理解教育の展開
＊教え育てることの厳しさと ○社会の変化に対応する教育 ＊情報活用能力の育成を図る教育
喜びを分かち合える教師 ＊環境に配慮した社会の実現をめざす環境教育

＊外国人児童への日本語指導の充実
＊和をもって協力しあう教師

＊個に応じたきめ細やかな学習指導の充実
＊いつまでも成長を続ける教師 ＊少人数集団の指導および複数による指導の徹底

＊基本的学習習慣・生活規律の確保(早寝･早起き･朝ご飯)
○基礎・基本の徹底を図り ＊特色ある学校づくりの推進
個性を伸ばす教育の充実 ＊一人一人の個性を伸ばす教育課程の編成と評価の工夫

１．人権教育の推進 ＊全ての学習の基礎となる「国語力」の向上
２．学力の向上、学習習慣の確立 ＊自らの生き方を見つめるキャリア教育（進路指導）の推進
３．生きる力をはぐくむための体験活
動の充実 ○特別支援教育の推進 ＊特別な教育的支援の工夫改善
４．いじめのない学校づくり ＊学習障害に対する科学的な対応
５．生徒指導の推進
６．特別支援教育の充実 ＊ふるさと「かわせ」を愛する心を育む教育活動の推進
７．外国人児童教育の充実 ＊“ウイークエンドクラブ”等ＰＴＡ活動の充実
８．食育の推進 ○地域に根ざし開かれた ＊地域コーディネーターの活用
９．たくましく生きるための健康や体 学校づくりの推進 ＊学校評価の工夫と創意ある教育課程の編成
力の育成 ＊スクールパートナー・スクールサポーターとの連携強化
10．環境教育の推進 ＊安全ボランティアとの連携強化
11．開かれた学校づくり
12．安全・安心な学校づくり ○安全・安心な学校づくりの ＊安全確保についての校内体制の整備

推進 ＊教職員の危機管理意識の高揚

＊教職員の人権意識や人間性を高める研修の充実
重点目標 気持ちのよいあいさつをしよう ○教師力を高める教職員研修 ＊授業研究等を通した実践的な校内研究の充実

－時、場所、相手に合わせて－ の推進 ＊教職経験・職務に応じた主体的な研修の充実
＊自らが学び、視野を広げる体験的な研修の実施
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